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本研究では、ジャケット生地の物性・機能性評価を行い相対評価することで、特徴の可視

化について検討した。客観的なデータに基づき、消費者の要望に合わせた生地・製品の提案

が可能となった。 
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１．緒言 

繊維素材開発の発展や消費者ニーズの多様化に加え、

近年では夏季の暑熱対策が社会問題化しており、普段

我々が着用する衣料にも暑熱対策を含めた機能性が求

められるようになっている。一方で、繊維製品では、

これまで、実物を主体とした感性的な評価のみが行わ

れ、機能性試験等の客観的な評価による数値データと

のひもづけが不十分といった現状がある。製品を製造

する縫製企業においても、感性的な評価に依存し、製

品の物性や機能性のデータを未活用であることも少な

くない。 

申請企業である東和株式会社は、官公庁や民間企業

の制服の縫製加工とユニフォームの企画・製造・販売

を行う企業である。夏季の暑熱対策を意識したユニフ

ォームの開発を行っているが、製品評価のために適切

な機能性試験を実施し、生地ごとに性能を把握して顧

客の要望に合わせた商品の提案に活かしたいとの相談

があった。 

本研究では、製品に使用されるジャケット生地の物

性・機能性評価を行って数値データを取得し、数値を

もとに生地の特性を相対評価することで、特徴の可視

化と複数の機能性をもとにした生地の総合的な評価手

法について検討した。 

 

２．実験 

２．１．物性・機能性試験の実施 

 申請企業で扱う、ウールおよびポリエステル製の紳

士用ジャケット生地９種について、５つの物性・機能

性試験を行った。実施した試験項目と試験規格を表１

に示す。 

 

２．２．物性・機能性のレーダーチャート表示 

 物性・機能性試験によって得られた数値を式（１）

により平均値 50、標準偏差 10 となるように標準化を

行った。標準化後の値である偏差値𝑇𝑖を各生地でレー

ダーチャートとした。 

 

表１ 試験項目と試験規格 

試験項目 試験規格 

伸縮性 KES法 引張試験 EMT１） 

通気性 JIS L 1096 (8.26)２） 

保温性 JIS L 1096 (8.27)３） 

吸水速乾性 AATCC 201４） 

接触冷感性 JIS L 1927５） 

 

𝑇𝑖 =
10(𝑥𝑖−μ)

σ
+ 50 …（１） 

ただし、𝑥𝑖：データの各値、μ：平均値、σ：標準偏差 

 

３．結果 

３．１．物性・機能性試験の結果 

 生地の混率、厚さ、目付および５つの物性・機能性

試験の結果と９種の生地の平均値を表２に示す。混率

の Wはウール、Pはポリエステルを示し、EMTは、生地

の経方向と緯方向を合わせた伸度の平均値を示してい

る。 

 

３．２．機能性レーダーチャート 

 各生地の機能性値の偏差値をレーダーチャートとし

たグラフを図１に示す。青色が織物生地、赤色が経編

生地を示し、目盛線は内側から順に、25、50、75を示

す。 

 

４．考察 

４．１．物性・機能性試験 

 表２より、本研究で使用した生地は、厚さが 0.46 

[mm]から 1.07 [mm]、目付が 153.0 [g/m2]から 258.1 

[g/m2]の織物生地（1, 2, 3, 7, 8）と経編生地（4, 5,  

6, 9）となっている。 

KES 法 引張試験の EMT（伸度[%]）は、織物生地では

7.64 [%]から 11.95 [%]であったが、経編生地では最

大で 16.15 [%]となるものもあった。糸自体の伸縮性 



 

 

 

 

 

 

図１ 生地の機能性レーダーチャート 

 

 

 

や生地の構造的な要因によって変化し、使用する糸が

持つ伸縮性や組織による構造的な伸縮性が生地全体の

伸縮性に寄与すると考えられる。 

 通気度は、40 [cm3/cm2/s]以下のものがほとんどで

あるが、一部の経編生地では高い数値を示し、生地４

が 118.5 [cm3/cm2/s]、生地６が 185.0 [cm3/cm2/s]と

なった。経編生地では構造的な要因により生地内部に

空隙が存在するため、これが空気の通り道となり通気

度が高くなると考えられる。 

 保温率は生地の厚さによって増加する傾向にあり、

薄い生地では約 9 [%]で、厚い生地では最大 17.9[%]

となった。生地が断熱層の役割を果たすため、厚い生

地ほど断熱の効果が高く、保温性が高くなると考えら

れる。 

 吸水速乾性の指標である乾燥速度は、およそ 1 

[mL/h]から 2.5 [mL/h]であり、ウールの混率が最も高

い生地３では 0.35 [mL/h]と低い数値となった。ウー

ルは撥水性を持つため、ウールの割合が高くなるほど、

生地内部での液相の水分の拡散が抑制され、乾燥速度

が低下すると考えられる。 

 接触冷感性を示す qmaxは、おおむね 0.2 [W/cm2]程度

であるが、一部、ウール混の織物である生地１が 0.28 

[W/cm2]、生地３が 0.27 [W/cm2]と高かった。織物生地

は経糸と緯糸がそれぞれ平行に並べられるため、ルー

プを形成する経編生地と比べて平面的な構造となり、

接触面積が大きくなることで接触冷感性が高くなった

と考えられる。 

 

４．２．機能性試験結果のレーダーチャート 

 各生地の５つの機能性を示したレーダーチャート

（図１）から、生地の相対的な特徴を確認することが

できる。全体的な傾向として、織物生地は接触冷感性

が高く、経編生地は伸縮性と通気性が高いことがわか

る。保温性については、生地が厚いほど高くなる傾向

にあり、一方で、吸水速乾性は、ポリエステル 100%の

生地が高く、その中でも薄い生地の方が高い傾向にあ

った。 



 各生地について、図１のレーダーチャートをもとに

生地の相対的な特徴を示す。 

 生地１は、接触冷感性が他の生地と比べて高く保温

性が低いため、身体の熱を吸収し外気に放出する排熱

性が高く熱がこもりにくい生地であると考えられる。

また、目付が９種の生地で最も小さく、軽量性も持ち

合わせた生地であるといえる。 

 生地２は、測定を行った織物生地の中では吸水速乾

性が高く、薄生地の織物で吸水速乾性を求める場合に

適した生地であると考えられる。 

 生地３は、接触冷感性は高く排熱性が良いが、高い

ウール混率により吸水速乾性が低い生地と考えられる。

一方で、伸縮性は他の生地と比べて低いため、形態安

定性に優れた生地といえる。 

 生地４は、伸縮性が高いため作業時にも着用者の身

体の動きを妨げず、通気性も高く運動時の衣服内外で

の空気の循環もよい生地であると考えられる。 

生地５は、接触冷感性以外の４つの機能性について

平均的な性能を示しており、比較的バランスの良い生

地と考えられる。 

 生地６は、吸水速乾性が最も高く、着用時に発汗し

た水分を素早く吸収・乾燥する生地である。同様に通

気性も最も高いため空気の流れもよく、夏季や運動時

の発汗に対して快適に着用できる生地であると考えら

れる。 

 生地７は、保温性が最も高く、身体の熱が外気に逃

げるのを防ぐことができ、また通気性が低いため、冬

季における温かさを保つ生地であると考えられる。 

 生地８は、生地７と同様に、保温性が高く通気性が

低いため、冬季における温かさを保つ生地である。 

 生地９は、今回測定した５つの機能性すべてにおい

て平均的な性能を示し、突出した特徴は持たないが、

９種の生地の中で最もバランスの良い生地であると考

えられる。 

 このように、生地の機能性をレーダーチャート化す

ることで、相対的な生地の性能を直感的に判断するこ

とができるようになる。さらに、複数の機能性をもと

にした総合的な判断を行うことで、生地の性能を最大

限に活用した製品の開発が可能となる。 

 評価項目について、本研究では、伸縮性、通気性、

保温性、吸水速乾性、接触冷感性の５つの項目で評価

を行ったが、生地の用途や示したい特徴によって適切

に選定する必要がある。今回測定した５つの項目の他

にも、様々な物性・機能性を測定し比較することで、

より詳細な差別化が可能となり、生地の新たな特徴の

発見にもつながると考えられる。 

 

４．３．機能性レーダーチャートの活用方法 

 現在、県内縫製企業には、受託製造を中心とした OEM

生産の体制と、自社製品の企画・開発・生産・販売を

一貫して行う体制が存在している。消費者や市場のニ

ーズに合った製品の企画・開発を行うためには、使用

する生地の特性について、従来の見た目や手触りを主

体とした感性的な評価だけでなく、これらからは判断

できない物性・機能性の評価も求められる。生地の物

性・機能性を体系的に測定し、生地が持つ機能性をレ

ーダーチャート化することで、企業が客観的なデータ

に基づいて製品の企画・開発を行うことができ、これ

まで以上に消費者の細かな要望に沿った製品の提供が

可能となる。 

 また、企業が消費者に製品の機能性の情報を提供す

ることで、商品を購入する際の新たな判断材料として、

数ある商品の中から自身の好みに合った最適なものを

見つけることが可能となり、結果として消費者に満足

度の高い製品を提供することができる。 

 

５．結言 

 本研究では、申請企業で紳士用ジャケットとして使

用される生地９種について、物性・機能性試験を実施

した。試験項目は、暑熱対策のための機能性を中心に、

伸縮性、通気性、保温性、吸水速乾性、接触冷感性の

５つとした。 

 試験結果の数値を偏差値に標準化し、レーダーチャ

ートとして生地特性の可視化を行った。この形式とす

ることで、生地の特徴を直感的に判断でき、消費者に

新たな選択肢を提供することができる。 

 また、レーダーチャートをもとにして、複数の機能

性から生地の特徴を総合的に評価することで、製品開

発時等における、生地選定の判断材料としての活用可

能性を示した。 
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